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政
府
は
今
国
会
で
「
特
定
秘
密
保
護

法
案
」
の
成
立
を
め
ざ
し
審
議
を
は
じ

め
よ
う
と
し
て
い
る
。
政
府
の
機
密
事

項
は
一
切
公
開
せ
ず
、
そ
の
取
材
も
ダ

メ
。
守
ら
な
け
れ
ば
禁
固
刑
だ
。
情
報

公
開
の
現
代
で
時
代
錯
誤
も
は
な
は
だ

し
い
。
危
険
な
法
案
に
は
断
固
反
対
！

　

昨
年
成
立
し
た
「
原
発
・
子
ど
も
・
被

災
者
支
援
法
」。
子
ど
も
た
ち
を
放
射

能
か
ら
守
り
、
被
災
者
の
避
難
の
権
利

を
認
め
て
い
る
法
律
だ
。
知
ら
な
い
人

が
多
い
た
め
に
進
ま
な
い
。
早
期
具
体

化
を
求
め
署
名
集
約
中
。
良
い
法
律
を

生
か
す
に
は
、み
ん
な
で
署
名
し
よ
う
。

２日㈯　道本部障労連総会（札幌市）
５日㈫　連合2014春闘討論集会（東京）
７日㈭　五十嵐広三さんを偲ぶ札幌のつどい
　　　　（札幌市）
　　　　2013平和行動in沖縄（～ 10沖縄）
８日㈮　本部障労連総会（～９東京）
12日㈫　第４回執行委員会（札幌市）
16日㈯　�NPO法人「職場の権利ネットワーク」

ワークルール検定（札幌市）

11月

道本部ホームページ

組合員専用ページは
ユーザー名：minnade
パスワード：danketsu2013

自治労北海道

JICHIRO スケジュール

大
間
原
発
建
設
地
内
に
建
つ

『
あ
さ
こ
は
う
す
』

「許すな憲法改悪！」「戦争をなくそう！」と訴えた＝10月21日、札幌市内

デモ行進で「大間原発の建設中止、すべての原発再稼働中止と原発廃止」をアピールした＝10月19日、大間町

国 際
反戦デー

11月20日㈬統一行動日秋期闘争
2013

やめるべ大間原発・さようなら原発青森北海道合同集会 原
発
を
な
く
す
こ
と
が
英
断許

さ
な
い
！

戦
争
で
き
る
国
づ
く
り

10月28日現在

筆単組・総支部 52,804131

原発のない北海道の実現を求める
「全道100万人」署名実施中！

11月末まで取り組みます

原発事故子ども・被災者支援法の
早期具体化を求める請願署名

◆取り組み目標

組合員数×２筆
11月25日（月）まで◆集約

は
２
０
０
人
を
超
え
る
議
員

が
憲
法
を
守
ろ
う
と
集
ま
っ

て
い
る
。
自
民
党
は
国
民
投

票
で
は
な
く
解
釈
改
憲
で
９

条
改
悪
を
も
く
ろ
ん
で
い

る
。
原
発
事
故
・
Ｔ
Ｐ
Ｐ
は

私
た
ち
の
安
心
・
安
全
に
関

わ
る
問
題
だ
。
す
べ
て
の
地

域
で
た
た
か
い
を
す
す
め
よ

う
」
と
訴
え
た
。

　

市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
北
海

道
・
石
川
札
幌
市
議
は
「
戦

争
は
世
界
か
ら
な
く
な
っ
て

い
な
い
。
日
本
に
は
世
界
に

誇
る
平
和
憲
法
が
あ
る
。
戦

争
を
で
き
る
国
づ
く
り
を
進

め
よ
う
と
し
て
い
る
安
倍
政

権
に
対
し
て
、
怒
り
を
も
っ

て
訴
え
よ
う
。
武
力
で
平
和

は
つ
く
れ
な
い
。
勇
気
を
持

っ
て
平
和
を
語
り
、
粘
り
強

く
た
た
か
お
う
」
と
訴
え
た
。

　

そ
の
後
、
決
議
文
を
採
択

し
、
デ
モ
行
進
し
た
。

人
間
の
問
題
と
し
て
み
ん
な

で
考
え
よ
う
。
今
な
ら
ま
だ

間
に
合
う
、
原
発
を
な
く
す

こ
と
が
英
断
だ
」
と
訴
え
た
。

用
と
年
金
の
接
続
は
、
２
０

１
３
年
度
末
退
職
者
か
ら
無

年
金
に
な
る
こ
と
を
踏
ま

え
、
条
例
化
を
12
月
議
会
で

行
う
こ
と
、
運
用
に
つ
い
て

も
同
時
に
協
議
す
る
こ
と
が

重
要
だ
。
国
公
給
与
削
減
の

動
向
が
見
え
な
い
中
で
の
た

た
か
い
と
な
る
が
、
各
単
組

は
全
道
の
取
り
組
み
と
連
帯

し
て
、
し
っ
か
り
と
組
合
員

の
生
活
維
持
・
改
善
に
む
け

た
取
り
組
み
を
行
う
こ
と
が

重
要
だ
。
こ
れ
ら
の
課
題
の

解
決
に
む
け
、
全
力
を
あ
げ

て
賃
金
確
定
闘
争
の
た
た
か

い
を
進
め
よ
う
。

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま

た
、
政
府
は
俸
給
表
や
一
時

金
の
改
定
を
行
わ
な
い
こ
と

を
決
定
し
て
い
る
た
め
、
単

組
に
お
け
る
賃
金
確
定
期
の

交
渉
が
形
式
化
す
る
危
険
性

が
高
い
。
そ
の
た
め
、
あ
ら

た
め
て
①
高
年
齢
職
員
の
昇

給
・
昇
格
制
度
の
見
直
し
課

題
、
②
給
与
構
造
改
革
の
現

給
保
障
措
置
の
継
続
、
③
雇

用
と
年
金
の
接
続
に
向
け
た

再
任
用
制
度
の
運
用
協
議
、

④
臨
時
・
非
常
勤
等
職
員
の

処
遇
改
善
を
重
点
指
標
と
位

置
づ
け
て
交
渉
を
実
施
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
特
に
雇

国
家
公
務
員
の
給
与
削
減

は
、
動
向
が
不
透
明
だ
。
こ

の
間
、
給
与
削
減
を
実
施
し

な
い
と
さ
せ
て
い
た
単
組
で

は
、
引
き
続
き
、
自
治
体
当

局
に
対
し
同
様
な
姿
勢
を
堅

持
す
る
よ
う
に
交
渉
を
強
化

　

道
本
部
は
11

月
20
日
を
全
道

統
一
行
動
日
と

し
て
、
賃
金
確

定
期
の
取
り
組

み
を
全
単
組
で

進
め
て
い
る
。

と
し
て
も
稼
働
さ
せ
て
は
い

け
な
い
。
核
廃
棄
物
を
、
再

稼
働
で
つ
く
っ
て
は
い
け
な

い
。党
派
・
宗
教
関
係
な
く
、

年
10
月
か
ら
工
事
が
再
開
し

た
が
、
炉
心
に
燃
料
が
入
ら

な
い
限
り
稼
働
し
な
い
。
何

の
代
に
核
の
ご
み
と
汚
染
さ

れ
た
海
を
残
す
わ
け
に
は
い

か
な
い
と
の
思
い
か
ら
、
買

収
に
は
応
じ
ず
、『
あ
さ
こ
は

う
す
』
を
建
て
て
建
設
反
対

を
訴
え
て
き
た
。
原
発
は
昨

　

大
間
原
発
の
建
設
中
止
、
す
べ
て
の
原
発
再
稼
働
中
止
、
原
発
の
な
い
安
全
な
社
会

の
実
現
を
求
め
て
、
10
月
19
日
に
『
や
め
る
べ
大
間
原
発
！
さ
よ
う
な
ら
原
発
青
森
・

北
海
道
合
同
集
会
』
が
青
森
県
大
間
町
・
総
合
開
発
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
た
。
合
同
開

催
は
初
。
北
海
道
か
ら
２
０
０
人
、
総
勢
６
０
０
人
が
参
加
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
青
森
県
反
核

実
行
委
員
会
・
三
上
実
行
委

員
長
が
「
東
京
五
輪
招
致
で

世
論
は
湧
き
上
が
っ
て
い
る

が
、
す
べ
て
の
原
発
を
廃
炉

に
し
、
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
を

止
め
る
こ
と
が
招
致
国
日
本

の
責
任
だ
。
大
間
原
発
を
止

め
る
取
り
組
み
を
強
化
し
よ

う
」
と
訴
え
た
。

　

つ
づ
い
て
、
北
海
道
平
和

運
動
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
長
田
事

務
局
長
が
「
北
電
は
泊
原
発

の
再
稼
働
申
請
を
し
た
が
、

命
よ
り
も
経
済
優
先
、
再
稼

働
あ
り
き
の
姿
勢
は
許
さ
れ

な
い
。
幌
延
深
地
層
研
究
所

は
協
定
を
無
視
し
、
な
し
崩

し
的
に
核
の
ご
み
の
最
終
処

分
場
に
選
定
さ
れ
る
懸
念
も

あ
る
。
私
た
ち
は
『
フ
ク
シ

マ
を
忘
れ
な
い
』
こ
と
を
認

識
し
、
取
り
組
み
を
強
め
よ

う
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

そ
の
後
、
大
間
原
発
建
設

地
内
に
建
つ
『
あ
さ
こ
は
う

す
』
の
小
笠
原
厚
子
さ
ん
が

「
亡
く
な
っ
た
母
（
小
笠
原

あ
さ
子
さ
ん
）
は
、
大
間
の

き
れ
い
な
海
を
原
発
で
汚
す

わ
け
に
は
い
か
な
い
、
孫
子

海
道
集
会
」
が
10
月
21
日
、

札
幌
市
・
大
通
西
６
丁
目
で

開
か
れ
、
市
民
ら
２
５
０
人

が
参
加
し
た
。

　

北
海
道
平
和
運
動
フ
ォ
ー

ラ
ム
・
中
村
代
表
が
「
安
倍

首
相
は
、
国
家
安
全
基
本
法

を
成
立
さ
せ
、
集
団
的
自
衛

権
行
使
を
認
め
て
静
か
に
憲

法
９
条
を
死
文
化
し
よ
う
と

し
て
い
る
。
特
定
秘
密
保
護

法
は
危
険
な
も
の
で
あ
り
、

治
安
維
持
法
ま
が
い
の
法
律

だ
。
気
づ
い
た
ら
こ
ん
な
は

ず
で
は
な
か
っ
た
と
な
ら
な

い
よ
う
に
声
を
あ
げ
よ
う
」

と
訴
え
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

北
海
道
か
ら
平
和
を
つ
く

る
自
治
体
議
員
の
会
代
表
委

員
・
三
津
道
議
は
「
全
道
に

戦
」
を
全
世
界
に
呼
び
か
け

た
こ
と
で
は
じ
ま
っ
た
、

「
10
・
21
国
際
反
戦
デ
ー
北

　

１
９
６
６
年
10
月
21
日
に

ア
メ
リ
カ
の
北
ベ
ト
ナ
ム
へ

の
爆
撃
中
止
を
求
め
、「
反

　

２
０
１
３
賃
金
確
定
闘
争
は
、
現
業
・
公

企
統
一
闘
争
と
結
合
し
、
現
在
取
り
組
み
を

す
す
め
て
い
る
。
今
年
は
給
与
表
・
一
時
金

の
改
定
が
な
い
た
め
、
こ
の
間
継
続
と
な
っ

て
い
る
雇
用
と
年
金
の
接
続
な
ど
の
課
題
解

決
を
は
か
り
、
生
活
の
維
持
・
改
善
に
全
力

を
あ
げ
る
必
要
が
あ
る
。

生
活
の
維
持
・
改
善
に
全
力

今
な
ら
ま
だ
間
に
あ
う

全日本自治団体労働組合
北海道本部

〒060-0806　札幌市北区
北６西７北海道自治労会館
電　話　011-747-3211
ＦＡＸ　011-700-2053
編集・発行　渡部　裕幸

視覚障害その他の理由で活字のままでこの本を利用出来ない人のために、営利を目的とする場合を除き「録音図書」「点字図書」「拡大写本」等の製作をすることを認めます。その際は著作権者、または、出版社まで御連絡ください。
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今
年
10
月
で

道
本
部
に
入
職

し
て
24
年
。
こ

の
間
、
共
済
15

年
、

現

業

公

企
・
組
織
・
企

画
総
務
・
社
福

衛
生
医
療
を
担

当
し
た
。
昨
年
11
月
に
自
治

労
共
済
損
害
調
査
部
担
当
か

ら
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
政
策
部

担
当
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、

今
年
道
本
部
定
期
大
会
で
執

行
委
員
に
な
り
、
教
育
情
宣

部
担
当
と
な
っ
た
。
立
候
補

す
る
ま
で
の
間
、
色
々
と
悩

ん
だ
。
機
関
紙
や
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
、
教
育
情
宣
に

関
す
る
こ
と
。
今
ま
で
経
験

が
な
か
っ
た
こ
と
が
今
後
の

任
務
と
な
る
。
自
分
に
出
来

る
の
だ
ろ
う
か
…
。
仲
間
や

先
輩
達
と
相
談
し
た
。
結
果
、

や
る
し
か
な
い
と
決
意
し

た
。「
機
関
紙
は
『
組
合
費
の

領
収
書
』。
ち
ゃ
ん
と
手
に
取

り
読
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
な

機
関
紙
を
つ
く
ろ
う
が
合
い

言
葉
。
よ
り
分
か
り
や
す
い

紙
面
に
す
る
こ
と
が
大
事

だ
」
と
前
任
者
の
谷
川
さ
ん

に
教
え
ら
れ
た
。
担
当
の
引

地
書
記
に
機
関
紙
の
作
成

や
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
更
新

な
ど
教
育
情
宣
に
関
す
る
こ

と
を
確
認
し
な
が
ら
日
々
努

力
す
る
毎
日
。
早
く
一
人
前

に
な
れ
る
よ
う
頑
張
る
決
意

だ
。
今
後
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。�

（
渡
部
裕
幸
）

忙中余話

職
場
だ
よ
り

逢坂誠二前衆議もアドバイザーとして参加した＝８月29日、平取町

【
日
高
地
本
発
】
平
取
町
職

労
で
は
、
昨
年
度
か
ら
新
人

向
け
に
「
自
治
基
本
条
例
の

学
習
会
」
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
そ
の
目
的
は
、「
２
０
０

８
年
３
月
に
制
定
さ
れ
た
自

治
基
本
条
例
が
職
員
・
町
民

に
意
識
さ
れ
て
い
な
い
」
と

い
う
こ
れ
ま
で
の
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
に
基
づ
く
取
り
組
み

で
す
。

　

自
治
基
本
条
例
は
皆
さ
ん

も
ご
承
知
の
と
お
り
、
２
０

０
１
年
４
月
に
ニ
セ
コ
町
で

施
行
さ
れ
、
全
国
に
広
が
っ

た
も
の
で
す
。

　

８
月
29
日
に
開
い
た
学
習

会
で
は
、
こ
の
１
～
３
年
間

に
職
員
に
な
っ
た
組
合
員
の

ほ
か
、
自
治
研
推
進
委
員
、

組
合
四
役
の
合
計
27
人
が
参

加
し
ま
し
た
。
町
ま
ち
づ
く

り
振
興
課
長
が
講
師
と
な

り
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
、

同
日
町
側
主
催
の
職
員
研
修

で
講
師
と
し
て
招
い
た
逢
坂

誠
二
・
前
衆
議
院
議
員
に
も

参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

学
習
会
の
ほ
か
に
、
10
月

25
日
～
26
日
に
は
、
ニ
セ
コ

町
を
視
察
、
そ
の
た
め
の
事

前
学
習
を
10
月
17
日
に
開
い

て
い
ま
す
。
組
合
活
動
は
、

自
分
た
ち
の
権
利
を
守
る
こ

と
が
基
本
で
す
。
し
か
し
、

自
治
研
活
動
で
自
分
の
町
に

は
な
い
も
の

を
学
び
、
多

く
の
住
民
と

関
わ
っ
て
い

く
こ
と
も
必

要
で
す
。
平

取
町
職
労
で

は
、
来
年
度

の
全
道
自
治

研
、
全
国
自

治
研
に
む
け

た
レ
ポ
ー
ト

作
成
に
む
け

て
、
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
な

ど
を
実
施
す
る
予
定
と
な
っ

て
い
ま
す
。（
平
取
町
職
労
・

書
記
長
・
平
村
浩
）

の
強
化
を
も
く
ろ
ん
で
い

る
」
と
指
摘
し
た
。

　

最
後
に
、「
安
倍
政
権
は
、

憲
法
改
正
を
必
ず
打
ち
出
し

て
く
る
。
反
対
運
動
を
強
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
強

調
し
た
。

　

第
二
部
の
交
流
会
は
、
中

沢
健
次
・
元
衆
議
の
乾
杯
で

は
じ
ま
り
、
道
本
部
職
員
も

参
加
し
交
流
を
深
め
た
。

か
反
対
か
を
世
論
に
問
え
ば

半
数
が
賛
成
す
る
。
自
民
党

の
改
正
案
を
よ
く
知
る
こ
と

が
大
切
だ
」
と
述
べ
た
う
え

で
、
公
務
員
に
関
す
る
事
項

で
は
、「
28
条
で
公
務
員
の
権

利
を
制
限
し
、
国
と
地
方
の

役
割
分
担
を
明
確
に
し
て
い

る
。
96
条
の
地
方
財
源
は
、

地
方
で
や
れ
と
現
憲
法
を
大

き
く
変
え
て
お
り
、
総
理
大

臣
の
権
限
強
化
と
国
民
教
育

働
者
の
雇
用
・
解
雇
を
自
由

に
す
る
も
の
。
法
案
が
企
業

の
立
場
か
労
働
者
の
立
場
か

明
確
に
し
て
、
徹
底
的
に
た

た
か
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
法
案
の
危
険
性
を
指

摘
し
た
。
さ
ら
に
、
自
民
党

の
憲
法
改
正
案
を
解
説
し
な

が
ら
、
憲
法
改
正
に
つ
い
て

「
集
団
的
自
衛
権
で
自
国
の

安
全
が
脅
か
さ
れ
れ
ば
、
海

外
で
自
由
に
た
た
か
え
る
よ

う
に
、
憲
法
９
条
を
改
正
す

る
動
き
が
あ
る
。
憲
法
改
正

援
団
と
し
て
頑
張
る
」
と
述

べ
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

第
一
部
の
学
習
会
は
、
横

路
孝
弘
・
衆
議
が
「
安
倍
政

権
、
憲
法
改
正
の
危
険
な
動

き
」
と
題
し
て
講
演
し
た
。

横
路
衆
議
は
、「
特
定
秘
密
法

案
な
ど
は
、
国
家
公
務
員
の

罪
も
重
く
す
る
と
の
案
も
あ

る
。
何
が
秘
密
か
わ
か
ら
な

く
な
り
、
特
定
秘
密
の
範
囲

が
増
え
る
危
険
性
が
あ
る
」

と
述
べ
た
。
ま
た
、
国
家
戦

略
特
区
構
想
に
つ
い
て
「
労

秋
期
学
習
・
交
流
会
」
を
開

き
、
約
60
人
が
参
加
し
た
。

　

鈴
木
泰
行
・
世
話
人
代
表

は
「
講
演
す
る
横
路
衆
議
と

　

道
本
部
Ｏ
Ｂ
Ｌ

会
は
、10
月
11
日
、

自
治
労
会
館
で

「
２
０
１
３
年
次

自
治
研
活
動
で
住
民
と
関
わ
る
！

　

「
市
町
村
子
ど
も
・
子
育

て
会
議
」
に
つ
い
て
は
、
未

設
置
の
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す

が
、
多
く
の
自
治
体
で
は
、

す
で
に
開
催
さ
れ
て
い
る
こ

と
と
思
い
ま
す
。

　

当
面
は
、
ニ
ー
ズ
調
査
や

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業

計
画
の
策
定
な
ど
、
制
度
の

本
格
実
施
ま
で
に
行
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
作
業
に
追
わ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、

本
格
実
施
以
降
は
事
業
内
容

の
検
証
、
評
価
を
行
い
、
必

要
で
あ
れ
ば
見
直
し
を
行
っ

て
い
く
と
い
う
、
と
て
も
重

要
な
役
割
が
あ
り
ま
す
。

　

特
に
、
保
育
士
な
ど
関
係

労
働
者
の
処
遇
改
善
の
問
題

な
ど
は
、
新
制
度
が
で
き
た

か
ら
と
い
っ
て
急
に
大
幅
な

改
善
が
見
込
め
る
か
と
い
う

と
、
過
度
な
期
待
は
禁
物
で

す
。
や
は
り
労
働
組
合
な
ど

の
不
断
の
努
力
が
求
め
ら
れ

る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
自

治
労
は
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

指
導
員
の
資
格
を
国
家
資
格

と
し
、
大
幅
な
処
遇
改
善
を

行
う
こ
と
を
求
め
て
お
り
、

そ
の
た
め
に
も
、
市
町
村
子

ど
も
・
子
育
て
会
議
の
場
に

は
学
童
保
育
関
係
者
の
参
画

も
重
要
で
す
。
現
場
の
声
を

ど
れ
だ
け
反
映
で
き
る
か
が

鍵
と
な
る
と
思
い
ま
す
。

チャレンジ チルドレン・ファースト！

関係労働者の処遇改善
「現場の声」反映が鍵

㉚

全道から87人が参加した総会で、あいさつする樋口会長＝10月25日、自治労会館

憲法改正の危険性を話す横路衆議

参加者全員で集合写真。学習と交流を深めた＝10月11日、自治労会館

自治体
退職者会総会

50
単
会
の
結
成
を
め
ざ
す
！

安
心
の
社
会
保
障「
現
・
退
一
致
」で
取
り
組
む

　

臨
時
国
会
の
議
論
が
本
格
化
し
て
き
ま

し
た
。
53
日
の
会
期
の
国
会
で
す
。
土
日

祝
日
を
除
け
ば
、
わ
ず
か
38
日
間
し
か
あ

り
ま
せ
ん
。
審
議
成
立
す
る
法
案
は
限
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
中
で
与
党
は
、
特
定
秘
密
保
護

法
案
を
閣
議
決
定
し
衆
議
院
に
提
出
し
ま

す
。
日
本
版
Ｎ
Ｓ
Ｃ
法
案
と
合
わ
せ
て
、

衆
議
院
特
別
委
員
会
で
11
月
は
じ
め
か
ら

議
論
さ
れ
ま
す
。
Ｎ
Ｓ
Ｃ
法
が
先
行
す
る

予
定
で
す
か
ら
、
早
く
と
も
11
月
上
旬
に

は
衆
議
院
で
可
決
す
る
可
能
性
が
出
て
き

ま
し
た
。
秘
密
保
護
法
案
の
成
立
は
安
倍

総
理
に
と
っ
て
、
悲
願
の
集
団
的
自
衛
権

行
使
を
実
現
す
る
た
め
の
一
里
塚
で
す
。

集
団
的
自
衛
権
の
議
論
を
一

時
封
印
し
て
で
も
、
何
と
し

て
も
成
立
さ
せ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

最
終
攻
防
は
参
議
院
と
な
り
ま
す
。
会
期

を
に
ら
ん
で
難
し
い
駆
け
引
き
と
な
る
で

し
ょ
う
。
北
海
道
か
ら
も
反
対
の
大
声
を

お
願
い
し
ま
す
。�（
10
月
24
日
東
京
に
て
）

秘
密
保
護
法
案
最
終
攻
防
は
参
議
院

⑨

道本部
OBL会

横
路
衆
議
が
講
演

「
憲
法
改
正
の
危
険
な
動
き
」

は
と
も
に

民
主
党
づ

く
り
を
す

す
め
、
た

た
か
っ
た

仲
間
。
Ｏ

Ｂ
Ｌ
会
、

自
治
労
応

援
団
も
民

主
党
の
応

　

自
治
体
退
職
者
会
道
本
部

は
10
月
25
日
、
自
治
労
会
館

で
第
30
回
定
期
総
会
を
開

き
、
全
道
か
ら
代
議
員
・
傍

聴
者
87
人
が
参
加
し
た
。

　

は
じ
め
に
樋
口
会
長
が

「
今
年
は
２
単
会
が
増
え
、

39
単
会
１
１
，
４
９
４
会
員

と
な
っ
た
。
す
べ
て
の
単
組

で
の
加
入
を
目
標
に
し
て
い

る
。
引
き
続
き
、
現
職
の
協

力
を
得
て
加
入
拡
大
を
強
化

す
る
。
安
倍
政
権
は
、
経
済

優
先
の
政
策
を
す
す
め
、
社

会
保
障
制
度
を
切
り
捨
て
、

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
廃

し
よ
う
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を

基
本
に
「
高
齢
者
の
生
活
の

安
定
と
生
き
が
い
・
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
福
祉
社
会
の
実

現
」
に
取
り
組
む
。
ま
た
、

50
単
会
１
２
，
０
０
０
人
会

員
拡
大
と
会
員
と
の
絆
を
結

び
組
織
強
化
を
は
か
っ
て
い

く
。
具
体
的
取
り
組
み
と
し

て
、
道
本
部
加
盟
全
単
組
に
、

道
本
部
委
員
長
と
退
職
者
会

会
長
名
で
加
入
拡
大
の
要
請

を
行
い
、
地
本
ご
と
に
「
自

治
体
退
職
者
連
絡
会
」
の
設

置
を
す
す
め
、
現
職
組
織
を

つ
う
じ
て
、
退
職
予
定
者
に

加
入
呼
び
か
け
を
行
う
。「
安

心
総
合
共
済
」
は
、
会
員
数

10
％
加
入
拡
大
に
取
り
組

む
。
さ
ら
に
、「
世
界
に
誇
れ

る
平
和
憲
法
を
守
り
、
反
戦

平
和
の
取
り
組
み
」
を
確
認

し
た
。

※
役
員
体
制
は
、
２
年
任
期

の
た
め
本
総
会
で
の
改
選
は

な
か
っ
た
。

止
や
年
金
制
度
抜
本
改
革
を

先
送
り
し
て
い
る
。
今
後
政

府
に
対
し
て
、
安
心
の
社
会

保
障
制
度
実
現
に
む
け
て
政

策
制
度
要
求
を
掲
げ
、「
現
・

退
一
致
」
で
取
り
組
ま
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
参
院
選
で
、

あ
い
は
ら
さ
ん
・
小
川
さ
ん

は
勝
利
し
た
が
、
民
主
党
は

惨
敗
し
た
。
党
を
再
構
築
し

働
く
も
の
の
代
表
政
党
と
し

て
、
自
民
党
と
真
正
面
か
ら

対
峙
す
る
政
党
に
な
る
こ
と

を
期
待
す
る
。
安
倍
政
権
は

憲
法
改
正
を
も
く
ろ
み
、
原

発
再
稼
働
を
容
認
し
て
い

る
。
脱
原
発
や
憲
法
改
正
阻

止
は
自
ら
行
動
し
な
け
れ
ば

何
も
変
わ
ら
な
い
。
み
な
さ

ん
の
一
層
の
奮
闘
を
お
願
い

す
る
」
と
述
べ
あ
い
さ
つ
し

た
。

　

討
議
内
容
は
「
安
心
・
信

頼
の
社
会
保
障
制
度
を
確
立


